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iζ対する主な要因であるが，決して縦ーの要因ではない。 2) A.G田 el (1880ー 1960)も主に今日の
時点からではあるが，つぎのように指鏑する。すなわち 「複雑な社会のカが幼児教育施設を産んだ。
そしてさらに錯雑した力が，今日，施設を支え組織させている。産業革命 ・経済的貧困 ・戦争・人口
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-142ー 児護学
の都市集中 ・出生率の低下 ・進歩的教育運動 ・生活科学の発達が，幼稚園 ・保育学校 ・保育所などを




Oberlin (1740-1826)が，アルサスに世界重量初の「幼児保護所J Asylumsを設けたととは， 有名で
ある。またのJ.Grabnerは，旅行記 λJberdie vereinigten Niederlande" iオランダ合衆国J







にはまた， それに伴なった混乱や困難な問題も，いち早く出現した。すなわち貧困 ・失業 ・悪徳・苛
酷な婦人労働・伝統的家庭の崩壊・悲惨な児童生活などがあげられるが，とれらの実情を懸念し，対
策に尽力したのは，宗教団体と一群の博愛主義者と社会主義者であった。ことにそれらの背景を分析
し，弊警の除去に力めた代表者としては，R.Owen (1771-1お8)，ついで K.Marx (1818一部)とF.
Engels (1820-95)をあげる乙とができるであろう。
(注)ドイツを中心としたものとしては.19也・紀の後半であるが.A. Bebel (1840-1913)があげられ，その著
「婦人と社会主義J (婦人論) Die Frau und der Sozialismus (1879)は，有名である。
1. Owenの著 「新社会観」と 「自叙伝」なと
OwenはANew View of Society (1813-16) ，Life of Robert Owen by Himself (185η ， An 
Address to the Inhabitants of New Lanark (1816)において，18世紀初期の幼児の悲惨な生活・








悪徳 ・不道徳が非常に拡がった。怠惰 ・貧困 ・一切の犯罪のなかで生活し，生活は負債と不健康と悲
惨に充ちていた。しかも事態を悪化させたのは，…強い宗派的影響」であった。したがって B)i貧し
い労働者住宅は，幼児の訓練には適さない。幼児たちは…日々仕事に追われる親の邪まになる。 それ
で彼らは，訓練 ・教育のゆきとどいたものに必要なものとは，正反対に話されたり扱われる。 1∞ 人
のう ち99人まで，親は子どもを， ζとに自分の子を扱う正しい方法を知っていない」と， Owenは慨




A. Engelsの著 「イギリスにおける労働階級の絞懲」から Engelsは42年 イギリスiζ渡り，か






























才児 (P与には4，5， 6才児 Grrainger委員は2才児を発見) が14-16時間働く 。
それで近眼 ・黒そとひ ・食欲不娠 ・腺病質となり背椎が曲る。 _10)rレース引き Iace-runnerは
歩きブiでわかる」といわれた。鉱山では， 4-7才児が洛ちた鉱石 ・石炭を拾い，抗道の戸口の番を
















として， L女親方1 の用 lζ立つ。~単調で眼を痛め， 同一姿勢が続くため…終り頃に子どもたちは，

















(注)アメリカの社会学者 J.H.S.Bossardがその事f.The Sociology of Child Development'ο948)で指摘
するように， r時代は弱いもの救いないものの取扱い方により判断される」といいえよう。












した。すでに18世紀中に， rキリスト教知識普及協会JSociety for Promoting Christian Know. 
ledge (S.P.C.K.)は，全国lζ数百の「慈善学校JCharity schoolを設けていたし，ProtestantとCat








































(注)1. かような教育の原型は，すでに Owenがその 「新社会餓Jのうちに述べており， Marx自身も「資
















A. Infaht School 創設の意義 Owenはすでに1802年，彼の。ANewView of Society"精神の
宜伝をはじめ，9年 NewLanark工場の中央lζ，Infant Schoolと小学校 (成人教育施設を合む) の
建設に着手し，16年いわゆる 「性格形成新学院JNew Institution for the Formation of Charact 
erー InfantSchool 乙 そζの学院の 「臨j ーを開校した。その開校に当り彼は前記の~An Address to the 
Inhabitants of New Lanark"を行い，今日から 21)i新しい時代がはじまらねばならぬJ~A new 
( 62 )・
小)1い保育運動の展開(I) -147-
era must commencehと叫んだ。彼も当時支配的であった功利主義的人生観を支持し. r幸福」を
人生究極の目的とした。そして幸福とは，健康で，真 ・善 ・美の欲求と性格を伸ばし，それが個性的








22) r性格とは一般に個人のために作られるのであって， 個人によって作られる ものでないJh That 













Rational Infant School system IL対し，彼は最も心血を注いだのである。したがって彼は，乙の試
みを 25)r人類K向って合理的性格を形成するために行った合理的第一歩であった」と主張する。
(注)Infant Schoolの創設は， ドイツのF.Frobel (1782-1852)のKindergartenの創設1839年よりも，
20年以上早かった。
B. Infant Schoolの概要 Infant Schoolでは，夫婦共稼ぎの工場労働者や貧困者の子女 (1-
5 才児を2 部IC分け約80人〉を入~t. J.Buchanan (1784-1857)と MissM. Youngを教師として指導
した。乙の二人は職工から採用し.Owen自身が教育法を指示した。彼の教育会般の根本方針として
は， 23〉つぎのものを指嫡できる。すなわち (1)性絡形成論による環境改義教育 (2)子どもの自主



















外知名の旅行者が年一年と多数訪れてきた。いわゆる tニュー ・ラナークの不思議1The Wonder 
of New Lanarkを現出するに至ったJと， 彼は満悦している。しかし乙の InfantSchoolは，
Owen自身がアメリカへ「理恕村J New Harmony Community of Equality建設のため出かけ
たので， 24年には閉鎖された。
3. Infant-School-Movementの発展 (抄)
ついで Owenの援助や指導によって LordBrougham (1778-1部8)，James Mill (1773-1部6)な
どが中心となり，前記 Buchananを教師として，19年 LondonlζInfantSchoolを設けた。 また 31)
S. Wilderspin ο792-1866) や D.Sotw (1793-1部4) さらに Pestalozzi主義者の C.Mayo 
(1792-1846) 32) J.P. Greaves (1777-1842)などの努力によって，次第に発途してゆき，すでに36
年Kは，前記Mayoにより InfantSchoolの教員養成もはじめられた。 そしてかような労働者や貧
困者の子女を中心lζ保育する InfantSchoolの数が，やがて約初日O施設にも及んだといわれる。

















であるが，本稿では，まず歴史的に児童 ・婦人労働と保育施設の制設 ・保育連動の展開過程を，イ ギ
リスの19倣紀iζっき究明しようとする。
2. 産業革命の進行と共iζ，その弊害も現われた。その結果ともみられる60年代までの児童・婦人













1) 労働省婦人少年局編， 録人労働の実情 。961年度)
2) A. Gesel and others; lnfant and Child in仕leCulωre of Today 
3) r.L. Kandel; The New Era in Edu回 tion
4) J. P凶 fer; Ge記hichteder Kleinkinderp:3dagogik 
5) エンゲルス編・向車Z逸郎沢， 資本省(カ ルー・7ルクス)第1巻第2分間
6) R. Owen; The Life of Robert Owen by Himself (M.Beer) 
7) R. Owen; A New VieY{ of Society and other writ.ings (G.Colめ
8) R. Owen; The Life of. 
9) マルクス・エンゲルス選集(補完2) イギリス1:おける労働者階級
10) M. Krecker; Aus der Geschichte der Kleinkindererziehu.ng 




15) ベーペル箸・草間平作訳， 録人造 上巻





1923 P. 79 
昭和33 P.237 
1920 P.161 








昭和36 P. 23 同上
-1印 ー 児i'!学
16) H. C. Dent; British Education 
17) R. Owen; Tbe Life of. 
E. P.Cubberley; The Hjstory of Education 









19) A.J. Sorolcina; Lehrbuch der Vorschul凶dagogik 1955 念 20
小川正通訳著，ソ速の幼児教育 昭和32 P. 31 理想社
20) ?ルクス ・ヱンゲルス著・マルクス ・レーニン主義研究所釈共産主畿の原理昭和30 P. 93国民文庫社
Marx u， Engels; Manifest der Kommunistischen Partei 1955 S. 34 
21) R. Owen; An Address to the Inhabitants of New Lanark 
(A New View of. ) 1949 P. 97 
22) R. Owen; ibid 1949 P.ll0 
幻) R. Owen; The Life of. 1920 P.189 
24) R. Owen; A New View of. 1949 P. 40 
25) R. Owen; The Life of. 1920 P.212 
26) 五tl!i定者(， ロパ トー ・オ エーン 昭和10 P.13ら 1ー35三省盆
27) 小川正遜稿， オーエンの幼児教育思想とその尖践 昭和33 〈保育11-12月)
2渇) R. Owen; The Life of. 1920 P.192 
29) R. Owen; ibid 1920 P.195 
30) R. Owen; ibid 1920 P.197 
31) R. Owen; ibid 1920 P.211-212 
Curtis and Boultwood; An lntroductory History of 
English Education since 1800 19印 P.119-123
32) K. Silber; Pestalozzis Beziehungen England and Amerika 1963 S.55-169 
33) J. Prufer; ibid 1923 S.85 
34) J. S. Brubacher; A History of the Problem of Education 1947 P.403 
35) 小川正通稿 「幼稚園禁止令J (1851一切〉における Frobel-Movementの
展開過程と成果 昭和32 <*飯学大紀要)
36) R. R. Rusk; A History of Infant Education 1951 P.l65 
其の他 1. J. H. S. Bossard; Theおciologyof Child Development 1948 
2. 梅線傍若 世界教育史 昭和30 光文社
3. 芝野庄太郎著 ロパート・オ エーンの教育思想 昭和36 お茶の水書房
4. 小川正通著 保育原理 昭和30 金子容房
5. 小川，山下，荘司共著 幼児教育学 昭和37 お茶の水書房
6. 小川正通積 イギリスにおける幼児学校の発途過程 昭和31 (保育9月)
Summary 
1. The correlation among woman' s labour， home life and nu同町yinsitutions is regard-
ed as important problems to be solved at present. Therefore， I intende.d to study the 
history of infant and woman/s labour， the establishment of nursery institutions， and 
the developmental process of Infant-School-Movement in the nineteenth century 
Britain. 
2. The development of the Industrial Revolution brought poverty and misery with it. 
(筋 )
小川:保育運動の展開([ ) -151-
It is the object of the paper to give my opinion of R. Owen， K. Marx and F. Engels 
who analysed the misery of the child/s and woman/s labour and who made efforts to 
solve its problems. But Owen/s idea and practice were different from the others. His 
thought was educational socialism. 
3. In 1816， Owen founded， at his mill town of New Lanark， the first British Infant 
School， received children "at one year or as s∞n as they could walk" and retained 
them until the age of six. 
4. The education in the infant school set much value on the character of children 
through their environment， the betterment of their environment by means of charac-
ter formation. and the promotion of their health and living training. Moreover. 
there was a new curriculum which was fited for their developmental stages. 
5. The education of the infant sch∞1 was successful. Through activities of Owen and 
his succeseors. more infant schools were rapidly established in Britain However. 
later the Infant school became like an oridinary school in its emphasis upon 3R〆sand 
other school-skils. These results were contrray to Owen〆swilL 
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